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公共施設の「これから」を考えるシンポジウム
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市長講演

公共施設マネジメントの方向性について

・ 公共施設の現状と課題

・ 課題解決に向けたマネジメントの必要性

・ 将来の公共施設のカタチ



将来推計人口

出典：国立社会保障・人口問題研究所 令和５年推計

令和８年８月１日時点の本市の総人口は ３０６,００１人
令和２年から令和３２年までの３０年間で約２６％減少

老年人口の占める割合が４２．４％まで増加する一方、年少人口は９．３％まで減少
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将来推計人口減少率 （地区別）

凡 例
～△19.9%

△20.0%～△24.9%
△25.0%～△29.9%
△30.0%～△34.9％
△35.0%～△39.9%
△40.0%～△44.9％
△45.0%～△49.9%
△50.0%～△54.9％
△55.0%～△59.9%
△60.0%～△64.9%
△65.0%～

２

令和２年から令和３２年までの間に、全地区で人口減少が進行

御畳瀬・浦戸地区や鏡・土佐山地区など沿岸部や中山間地域の人口減少率が高い

国立社会保障・人口問題研究所の推計をもとに本市作成



公共施設の保有量

（基準日：令和６年３月３１日）

本市の公共施設は、９５４ 施設 、３，１８４ 棟 、延床面積合計は １２６万９千 ㎡。

大分類 施設数 棟数 延床面積（㎡） 代表的な施設

行政系施設 173 242 95,885
市庁舎、消防署、分署・出張所、事務所、倉
庫

学校教育系施設 65 905 414,390
小学校、中学校、義務教育学校、特別支援学
校、高知商業高校

子育て支援施設 75 149 31,789 保育所、幼稚園、児童館、児童クラブ

市民文化系施設 106 187 76,418
ふれあいセンター、公民館、文化ホール、市
民会館

社会教育系施設 44 69 28,371 集会所、図書館、青年センター

保健・福祉施設 35 63 32,209
健康福祉センター、老人福祉センター、障害
者福祉センター

スポーツ・レクリ
エーション系施設

16 109 126,294 競技場、総合スポーツ施設、運動場、動物園

公営住宅 145 922 360,476 改良・市営住宅、コミュニティ住宅

医療施設 1 1 220 医療施設

農林水産施設 15 31 5,544 とさやま土づくりセンター他

公園 167 271 9,115 公園（建築物）

その他 112 235 88,127 卸売市場

954 3,184 1,268,839

３



公共施設の老朽化状況

昭和50年代から昭和60年代に建設した学校施設や公営住宅が大部分を占める。
およそ３０ 年前の平成5年度以前に建設した建物の延床面積は77万6千㎡。

総延床面積の61%が建設後30 年以上経過し、老朽化が深刻な状況。
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行政系施設 学校教育系施設 子育て支援施設 市民文化系施設

社会教育系施設 保健・福祉施設 スポーツ・レクリエーション系施設 公営住宅

医療施設 農林水産施設 公園 その他

建設後30年以上が経過（R5年度時点）

全体(建築年不明除く)126万8,839㎡のうち，77万6,196㎡
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老朽化対策を行わなかった場合のリスク

老朽化対策を行わなかった場合、以下のようなリスクの発生が懸念されます。

未対策の場合に発生が懸念されるリスク

安全リスク
老朽化による事故等

・建物・設備の老朽化による事故の発生
・災害時に避難所や庁舎が機能不全に陥るリスク

財政リスク
費用急増と財政圧迫

・施設の急激な劣化による改修費の大幅増加
・同時期に多くの施設が老朽化し、更新費用が財政圧迫

運営リスク
職員負担とサービス低下

・公共施設の突発修繕や緊急対応が常態化
・公共施設の利用停止や利用制限が多発

発生時期 自治体 内容 発生原因

令和６年11月 豊中市（大阪府）
小学校校舎２階の廊下の天
井からコンクリート片が落下

天井の老朽化

令和５年１０月 久喜市（埼玉県）
小学校の３階（高さ９ｍ）から
モルタル片が落下

学校の外壁の老朽化

令和５年５月 熊本市（熊本県）
スタジアムの天井の一部が
落下し、男性に直撃

天井板の落下箇所
の防水シートが破損

発生事例
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他自治体との比較

６

高知市郡山市
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「市民一人当たりの延床面積」について、本市と人口規模が

同等の24市平均3.1㎡／人に対して、本市は4.0㎡／人と高い水準。



公共施設の収入及び支出

公共施設の収入（令和元年度～５年度平均）は、年間約 42億4千万円。

公共施設の支出（令和元年度～５年度平均）は、年間約165億７千万円。

公共施設の支出額は、収入額の約３．９倍と高い。

特定財源国庫支出金等

956

22.5%

特定財源

その他収入

745

17.6%

使用料または利用料金

1,299

30.6%

手数料等

233

5.5%

家賃収入等

1,010

23.8%

収入合計

約42億4,300万円

施設利用料等

59.9%

（約25億4,200万円）

特定財源

40.1%

（約17億100万円）

（百万円） （百万円）

７
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公共施設マネジメント推進における課題

①保有量が多く老朽化
人口が減少していく一方で、老朽化した公共施設の保有量は多いことから、

公共施設のあり方を早期に検討し、保有量の削減に努めなければなりません。

②将来の財政負担の減
人口減少が進む中、限られた財源のなかで、将来にわたって安全・安心な公

共施設を提供していくために、整備や管理における工夫が必要です。

③公共施設の適正配置
地区別、サービス内容別で検証すると、公共施設の偏在が見られ、適正な配

置を検討する必要があります。

④サービスのアップデート
公共施設で実施するサービスの内容について、社会情勢や市民ニーズを反

映し、見直しを行っていく必要があります。

⑤施設の利活用
老朽化や市民ニーズ等の変化により役割を終えた施設を含めて、施設を経

営資産と捉えた積極的な利活用が必要です。

８



安全安心で将来にわたり持続可能な公共施設サービスの提供

高知市公共施設マネジメント基本計画

将来負担を過剰にしない
公共施設に係るマネジメントのアップデート

・サービスのアップデートに基づく施設の将来のあり方を検討
・過剰な将来負担としないための施設保有量、再整備方針のアップデート
・目指す将来の理想像と取組方針、取組内容の明確化

計画のテーマ

計画のポイント

９

目標１

管理の最適化
目標２

機能の最適化
目標３

総量の最適化
目標４

施設の利活用

（13）ネーミングライツ
の導入、運用

（14）遊休資産の利活用

（１）適切な施設点検の
実施による安全確保

（２）適切な修繕の実施

（３）民間活力の活用

（４）ライフサイクルコス
トの抑制

（９）実施サービス分析
に基づく複合化の実施

（10）同分類施設の
統廃合の実施

（11）サービス分析に
よる保有量見直し

（12）効果的な広報

（５）サービスの現状確認とサー
ビス内容のアップデート検討

（６）環境に配慮した施設の運用

（７）災害への備え

（８）バリアフリー化、ユニバーサ
ルデザイン化、環境への配慮

目的



（１）市民が全ての公共施設を安全・安心に利用できている

（２）利用状況や社会的要求に合わせた機能を備えた公共施設となっている

（３）維持管理による財政負担が適正である

（４）サービスが重複する公共施設は、市民の理解を得て複合化し、
世代を超えて親しまれるものとなっている

（５）複合化が難しい施設は適正な配置・規模となっている

（６）公共施設を利活用した歳入確保策が確立している

1０

公共施設のあり方・理想像（令和36年度末時点）

▼ 長寿命化した場合、将来的には莫大な施設の建て替え費用が生じるため

原則長寿命化は検討しないものとし、複合化や統廃合を早期に検討

将来負担の軽減に向けた方向性

高知市公共施設マネジメント基本計画



高知市公共施設マネジメント基本計画

施設分類 サービスの将来傾向検討

１ 庁舎・倉庫 現状維持

２ 消防関連施設 現状維持

３ 児童館・集会所 複合化
４ 保育所・小規模保育施設 統廃合

５ 市民会館 規模縮小・現状維持・複合化

６
市営住宅・公営・改良
・特定公共賃貸住宅

統廃合

７ 市立小学校・中学校・特別支援学校 規模縮小

８ 老人憩の家 複合化
９ 老人福祉センター 複合化
10 スポーツ施設 統廃合

11 ふれあいセンター 複合化
12 文化センター・文化会館等 現状維持・統廃合・複合化
13 文化プラザ・中央公民館 運営方法見直し検討

1１

主要な施設分類別の取組方針



1２

ｻｰﾋﾞｽ
A

将来の公共施設のカタチ

統廃合

ｻｰﾋﾞｽ
A ｻｰﾋﾞｽA

ｻｰﾋﾞｽA ｻｰﾋﾞｽ
A

複合化

ｻｰﾋﾞｽ
B ｻｰﾋﾞｽA

ｻｰﾋﾞｽB

同じサービスを一つの施設に統合 異なったサービスを一つの施設に集約

ｻｰﾋﾞｽA

規模縮小

ｻｰﾋﾞｽA

利用状況を見据えた建替え

現状維持 当面の間は現状のまま

民間施設の活用 近隣の民間施設を活用

限られた財源の中で、人口規模や利用状況に見合ったサービスを提供するため、

「統廃合」「複合化」「規模縮小」など、将来の公共施設のカタチを協議。

廃止 利用が著しく低く
施設の老朽化が激しい

（ダウンサイジング）

＋アップ
デート

＋アップ
デート



1３

これからの進め方について

市民・利用者・関係者、市議会の皆様に対しまして、丁寧な説明を重ねながら、

令和10年度末には複合化・規模縮小・統廃合など個別施設ごとに将来方針を決定

令和８年度 令和９年度 令和10年度
１２月 3月 6月 9月 12月 3月 6月 9月 12月 ３月

高知市

市民・利用者
施設関係者

高知市議会

公
共
施
設
を
考
え
る

【シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
】 市議会 定例会・常任委員会・特別委員会

個
別
施
設
の

「将
来
方
針
」
決
定

地域団体・関係団体等への説明

利用者・施設関係者等への説明

施設の将来方針（案）

施設管理課との協議・検討

施設の将来方針（案）

利用者・施設関係者との協議

調整・連携

調整・連携

調整・連携

調整・連携



持続可能な公共サービス

～公共施設の新しいカタチ～

令和８年９月27日

総務省「経営・財務マネジメント強化事業」アドバイザー
公認会計士・認定ファシリティマネジャー・博士（商学）

横田 慎一

高知市公共施設の「これから」を考えるシンポジウム



自己紹介

• 自治体の経営改善、組織改善を専門としています（2012年２月から現在ま

で）。

• 2019年に独立開業（公認会計士・税理士事務所）、2020年に一般社団法

人行政経営支援機構を設立し、独立後は年間およそ50自治体の経営改善、

組織改善に関わっています。

• たくさんの実例にあたるとともに、研究活動も行い、2024年３月に博士号

（商学）を取得

• 高知市においても実務と理論の両面から、公共施設マネジメントのアップ

デートに挑んでいます。

1



本講演の内容

1 公共施設マネジメントの必要性

2 公共サービスをアップデートするという考え

3 公共サービスを起点に公共施設をアップデートする

2



1 公共施設マネジメントの必要性

2 公共サービスをアップデートするという考え

3 公共サービスを起点に公共施設をアップデートする

3



公共施設マネジメントの必要性 ―全国的な動向と高知市の特徴―

• 全国的に人口増を背景に整備してきた公共施設が老朽化している

– その後、人口減少により、施設利用度も低下

– 時の経過によって、公共施設に求められる利用者ニーズも変わってきている

• 子ども・子育て支援や福祉等に要する経費が増える一方で地方の財

源は伸び悩み、財政的余力が全国的になくなっている

– さらに、高知市の特徴として、南海地震や豪雨災害・浸水対策への備えとして

特に平成24年ごろから災害対策に注力してきたことも、財政悪化の一因と

なっている

財源が足りないことを踏まえつつも、時代に応じた行政サービスのアッ
プデートという視点を持って、施設再編を計画・実行する必要がある。

4



高知市のこれまでの施設整備と老朽化

• 昭和50年代から昭和60年代に時期が集中して公共施設を整備

• 延床面積では、学校教育系施設や公営住宅がその大部分を占める

• 築30年以上を経過している建物は総延床面積の60%以上を占める

公共施設の更新の大波が到来

5



神戸大学 学生会館の屋根が崩落したケース（令和８年７月）

出所：神戸大学HP
6



阪神高速道路に隣接する建物の外壁が剥落したケース（令和８年５月）

出所：ChatGPTにより作成
7



老朽化と更新費用 ―屋上防水―

屋上防水剥がれ等への対応（防水改

修工事） 屋上面積700㎡程度

約2,000万円

（参考）オーテピアのホール面積：

200㎡程度
8



老朽化と更新費用 ―外壁―

コンクリートのクラック（亀裂）や

爆裂による外壁改修工事

４階建 延床面積3,000㎡程度

約4,000万円
9



老朽化と更新費用 ―空調機器―

室内機４台・室外機３台の更新

1,700万円

10



1 公共施設マネジメントの必要性

2 公共サービスをアップデートするという考え

3 公共サービスを起点に公共施設をアップデートする

11



社会

課題

行政による

介入の

必要性

施策

立案

インプット

(予算、人員)
活用

産出物

(アウト
プット)

成果・効果

(アウト

カム)

社会的効果

（ソーシャル
インパクト）

施策

立案

事業

遂行

公共サービスは社会課題を解決するために、社会活動（世の中）に介入するものである。

施策立案フェーズにおける社会課題の把握が継続事業においては疎かになることが
多いため、現状の事業が社会課題に対応したものであるかについて確認が必要

（例）施策や事務事業の成果指標が“現代の”社会課題に対応したものか

社会課題と公共サービス
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• 民間サービスは、「モノ消費からコト消費へ」変化していると言われる

• この背景には、消費の成熟化（モノの充足等）、SNSの普及、価値観の変化

などによって、「体験」に対する消費が増えているということがある

• これを公共サービスに当てはめると、公共施設というハコモノの提供より

も公共施設における体験事業のニーズが高まっているということが言える

– 例：体育館（ハコモノ）の提供よりも子供向けダンス教室の人気高まり

• 公共サービスへのニーズは時代に応じて変わるため、その変化に応じて公

共サービスをアップデートする必要がある

公共サービスをアップデートする

公共施設の統廃合は進めるが、

公共サービスをアップデートするという「充実」に向けた議論

13



1 公共施設マネジメントの必要性

2 公共サービスをアップデートするという考え

3 公共サービスを起点に公共施設をアップデートする

14



公共サービスを起点に公共施設をアップデートする（１／２）

• 施設が提供している公共サービスはひとつのみか？

– 証明書交付、地域住民の活動場所、災害時の拠点など公共サービスは

ひとつではない

– それぞれのサービスのアップデートについて検討する

• 利用者全体でみると多くても、利用者の属性や利用時間、目的でみると、

偏りがないか？

– 年齢、性別、居住地など利用者ごとに利用時間や利用目的は異なる

– 他施設への移転やソフト事業化など代替案を具体的に検討するために

は、利用状況を細分化することが必要

公共サービスを細分化する

公共サービスの利用者を細分化する

15



公共サービスを起点に公共施設をアップデートする（２／２）

• 公共サービスは、その自治体の建物で提供する必然性があるか？

– 民営化やソフト事業化が市民サービス向上につながることもある

– 建物で提供し続ける場合の経費は、日常の維持管理コストだけでなく、

将来の改修コストも含めたライフサイクルコストで考えることが必要

公共サービスを市の建物と切り離す

• 過去に整備した条例と乖離が起きていないか？

– 条例上の施設設置目的と利用実態、施設利用者層、部屋・スペースの使

い方などを再検証

• 条例で定めた目的は、現代においても求められるか？

• 条例で定めた目的は、公の責任で提供し続ける必要はあるか？

– 「公共サービスの寿命は20～30年」という研究もある

– 現在の社会課題、住民ニーズを踏まえた検証が必要

公共サービスのアップデートを目指す

16



公共施設のアップデートの検討方法

家庭以外に安心・安全・快適に
過ごせる居場所を提供する

障がい者 高齢者

民間でも果たせる可能性

当初のニーズは
いまだ残る

ニーズは
多様化

ほとんど休日
ほとんど

平日の日中

民間は少ない 民間施設が増えた

提供しているサービス：「居場所づくり」

利用者の分析

公の責任で提供
し続ける必要性

利用状況

周辺施設

現在における
利用者ニーズ

近隣公共施設へ
移転を検討

複合化
多様な

サービスが
選択できる

民間施設の
利用補助を検討

設置当初の目的

公共サービスのアップデート

• 障がい者と高齢者
の居場所を提供し
ている施設が老朽
化

• 持続可能なサービ
スの提供について
検討を要する

施設の課題
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• 貸館が必要であることには相違ないにしても、公共
サービス面からアップデートの必要性がないか

• 貸館・集会・生涯学習系施設の現代における必要性
を再定義

– 住民から求められていることは、貸館？講座？
イベント？

• 『集まる場所が必要だ―孤立を防ぎ、暮らしを守る
「開かれた場」の社会学』（エリック・クリネンバーグ
著・藤原朝子 翻訳）では、無料でいつでも誰でも集
まれる場所の必要性が指摘されている

• 集まる場所の存在は、住民の孤立を防ぎ、災害時の
生存率を高めたり、健康寿命を延ばすことに繋が
る

– 住民自らが楽しいと感じながら、継続的かつ反
復的に交流する場所の必要性

貸館・集会・生涯学習系施設の現代における社会的意義を考える

よくある条例の設置目的（生涯学習施設）

市民の生涯にわたる学習活動を促進することにより市民の文化および教養の

高揚に資する等のため、○○センターを設置する。

18



• 人口減少に応じて施設を減らせない理由は以下が考えられる

– 人口がまばらに減る（人口密度が低下）

– 徒歩圏内（概ね２km以内）、自動車の日常生活圏内（概ね５km以内）などアク
セスが容易な範囲での公共施設に対するニーズがある

– 稼働率が低くても、少なからず公共施設を必要としている人（利用者）は存在
し続ける

人口減少に応じて公共施設を減らせない原因と複合化のススメ

近隣施設と複合化して住民ニーズにエリアで対応する必要がある

複合化（多機能化）は施設（ハード）を再整備する必要はない

施設の設置管理条例を見直すだけで複合化（多機能化）はできる

複合化によりコストが節減でき、結果的に公共サービスの維持に繋がる 19



同じ公共サービスを様々な施設、様々な部署で実施している状況について

〇サービス実施場所が隣接しているものがある

例：児童館、老人福祉センターおよび老人憩の家→市民会館と隣接 等

〇サービスの規模や質に変化が生じている

（少子化による児童数の減、高齢化による相談事業の減 等）

地域交流・貸館事業 生涯学習の推進

市民会館 ●

老人憩の家 ● ●

老人福祉センター ● ●

ふれあいセンター ● ●

文化センター・文化
会館・文化プラザ・
中央公民館

● ●

〇同類のサービスを複数の課が複数の施設で実施している

20



• 公共施設の統廃合は「総論賛成・各論反対」とよく言われる

• 住民の理解が得られなかった過去の事例を振り返ると、住民に対して「施設をな
くす」と急に言うことがその原因になっていた様子がうかがえる

施設はなくしても住民の居場所はなくさないという考え

急に居場所がなくなることは受け入れがたい

住民の居場所をなくさない

今までと同等以上の代替サービス
を用意する（現状のハコモノに限らない）

早くに住民、施設利用者の理解を得る

10年後を考えて今を行動する

財政制約のもとで公共サービスを維持・アップデートしていくためには複合化が必要 21



武庫川女子大学の共学化（皆学化）の事例をもとに「アップデート」について考える

• 開学当時、わずか２％だった女性の大学進学率は現在、

50％を超え、男女差はほぼなくなりました。本学の初期の

目的は達せられたと言えます。一方で、日本では今もジェン

ダーギャップ指数が世界118位（2025年）と低く、男女格

差の課題は解消には至っていません。

• 本学は開学以来、ジェンダーや多様性に関する理解促進や

キャリア形成について、教育を推進してきました。こうした

教育は男性にも必要です。それが今後、ジェンダー平等を

加速させる鍵であり、幅広い学びの領域を有する総合大学

たる本学にはその責務があると思っています。

• 本学の有する教育をすべての人に開く時が来た――だから

「共学」と呼ばず、「皆学（かいがく）」と呼ぶことといたしま

した。

出所：武庫川女子大学HP。下線追記

当初の社会課題と
その達成状況

現代において
残された
社会課題

現代において
課されたミッション
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図書館は何を目的として住民に利用されているか？

出所：ChatGPTにより作成
23



持続可能な公共サービスのための公共施設の新しいカタチに向けて

• 国の補助金獲得を目指した縦割りによる施設整備の時代は終わりつつあ

り、現代は多用途・多機能化による複合化の時代

• 縦割りによって整備してきた個別施設をそのまま残すと維持管理費

が重くのしかかる

• これまで施設を整備してきた時代とは、行政が解決すべき社会課題も

変化している

• 現代における社会課題を見つめなおし、必要な公共サービ

スを再定義しながら、公共施設を複合化していくことが必要

持続可能な公共サービスのための公共施設の新しいカタチに向けて、

アップデートしていく必要がある 24



Note
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